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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 平倉信行 

南米のポピュラー音楽系音楽を得意とするギタリストだそうです。話は、ギタを弾くきっかけから、南米の

話、CD の話等々・・。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 木村悟】  

写真で見る限りは若そうですが、話を読んでいるとそうでもなさそうで。留学中にいろいろな先生に習っ

ており、その人の印象を話してくれています。 

◼ ホルヘ・アリサ：陽気で優しい人。でも、左手の運指には厳しかった。運指の美学を持っていた。 

◼ ホセ・マヌエル・フェルナンデス：思慮深くて無口。ちょっと冷たい感じ。 

◼ ジラルディーノ：恐ろしい人。レッスンには、相当のエネルギーを必要としました。 

◼ ビスカルディ：「ギタリストのための超絶技巧練習」を書いてギターの可能性を追求した人。 

あと、コンクールの国別違いについて。スペインは音色を重視し、イタリアは曲の構成を重視する。スペ

インでは、こうあるべき姿がありましたが、イタリアはもっと自由な感じでした、などなど・・ 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：プリンセス・ピンク】 

なかなか派手な芸名のギタリストさん。本名は、椎野みち子さんといいます。ちなみにステージ衣装がオー

ルピンクだそうで・・・。でも、人生経験はかなり壮絶です。暴力旦那との離婚、臨死体験・・・・ 

 

【新 マエストロ養成講座 第９回】  

今回は、カーノの「ワルツ・アンダンティーノ」。懐かしい曲です。ちなみに、カーノはスペインのギ

タリスト兼お医者さんで、アグアドとも親交があったそうです。 

 

【新連載 ヴィラ・ロボス作品の技巧分析と解釈 第６回 カルレバーロ】  

教則本で知っている「カルレバーロ」のヴィラロボス解釈が掲載されている。今回は、前回に続きプレ

リュード第 5 番の後半に関しての詳細な解説です。 
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【その他の注目すべき記事】 

◼ 前号で Guitar dream を発行しているホマドリーム社の社長である菅原潤氏が、53 歳の若さで亡くなる

という追悼記事があるが、今回も、追悼の記事が掲載されている。 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」： 12 の練習曲プロジェクト。今回はオクターブの練習で、佐藤氏

オリジナルの結構ちゃんとした練習曲が掲載されている。結構高度な技術が要求されています。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：ガーシュウィンの「誰かが私を見つめている」のアレンジ譜

が掲載されています。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 22 回の最終回。拍子に乗ったスケール、拍子に束縛されないスケール

等の演奏法のコツを解説しています。 

◼ 「ソロギターのためのシンプルアレンジ講座（竹内永和）」：第 1 回が始まりました。最初の講座は、コ

ード編ということで、ショパンの「ノクターン」が取り上げられています。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 22 号のメインは、そんなところでしょうか。 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 


